
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
正逆回転可能な駆動モータと、
前記駆動モータにより回転される太陽ギアと、
前記太陽ギアと常時噛合される遊星ギアと、
前記駆動モータの回転に基づき太陽ギアが一方向に回転された際に、遊星ギアが太陽ギア
の周囲を公転することを許容し、太陽ギアが他方向に回転された際に遊星ギアの公転を禁
止するとともに公転軌跡上の複数の位置で遊星ギアを自転させる規制部材と、
前記公転軌跡上における複数の各位置にて自転する遊星ギアに噛合する複数の被駆動ギア
とを有する駆動伝達機構を備え、
少なくとも送信モード、受信モード及びコピーモードを有し、
前記各モードに対応して規制部材により前記公転軌跡上の複数の位置から所定数の位置を
選択するとともに、その選択された各位置にて遊星ギアを自転させることにより前記各被
駆動ギアを選択的に回転させることを特徴とするファクシミリ装置。
【請求項２】
所定角度をなす一対の腕部を有し、各腕部に前記遊星ギアを回転可能に軸支するとともに
前記太陽ギアと同軸で回転可能なアーム部材を備え、
前記規制部材は、前記太陽ギアとアーム部材との間に設けられ、太陽ギアの回転方向によ
って前記アーム部材との間における摩擦負荷を切り換えて発生させる摩擦負荷発生手段と
、前記アーム部材の回転を適宜規制する規制部とを有することを特徴とする請求項１記載
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のファクシミリ装置。
【請求項３】
前記アーム部材における各腕部がなす所定角度は、前記公転軌跡上の２つの位置を選択可
能な角度に設定されていることを特徴とする請求項２記載のファクシミリ装置。
【請求項４】
前記アーム部材の各腕部に軸支された各遊星ギアは、前記コピーモードにおいて、それぞ
れ１つの被駆動ギアに選択的に噛合されることを特徴とする請求項３記載のファクシミリ
装置。
【請求項５】
前記受信モード及びコピーモードにおいては、記録紙の給紙動作、記録ヘッドによる記録
紙への記録動作及び記録紙の排紙動作が行われ、
前記各被駆動ギアの内、記録紙の給紙動作、記録ヘッドによる記録紙への記録動作及び記
録紙の排紙動作に必要な被駆動ギアは、前記公転軌跡上で連続する位置に配置されている
ことを特徴とする請求項１記載のファクシミリ装置。
【請求項６】
前記記録ヘッドはサーマルヘッドからなり、そのサーマルヘッドによりリボンを介して記
録紙に記録動作が行われ、
前記リボンの送り動作を行うためのリボン送りギアを有し、
前記各被駆動ギアの内から、記録紙の給紙動作 又は記録紙の排紙動作 に必要な被
駆動ギアが選択された際には、その選択された被駆動ギアとリボン送りギアとは噛合され
ないことを特徴とする請求項５記載のファクシミリ装置。
【請求項７】
前記各被駆動ギアを回転可能に軸支するとともに、前記公転軌跡上の各位置に対応して位
置決め凹部が形成されたベース部材を備え、
前記規制部材は、前記アーム部材に配設され公転軌跡上の各位置で前記位置決め凹部に係
合する弾性突起を有することを特徴とする請求項２記載のファクシミリ装置。
【請求項８】
正逆回転可能な駆動モータと、
前記駆動モータにより回転される太陽ギアと、
前記太陽ギアと常時噛合される遊星ギアと、
前記駆動モータの回転に基づき太陽ギアが一方向に回転された際に、遊星ギアが太陽ギア
の周囲を公転することを許容し、太陽ギアが他方向に回転された際に遊星ギアの公転を禁
止するとともに公転軌跡上の複数の位置で遊星ギアを自転させる規制部材と、
前記公転軌跡上における複数の各位置にて自転する遊星ギアに噛合する複数の被駆動ギア
と、を有する駆動伝達機構を備え、
少なくとも送信モード、受信モード及びコピーモードを有し、また、実行可能な動作とし
て、読取り用原稿送り動作、記録紙の給紙動作、記録手段による記録紙への記録動作、及
び記録紙の排紙動作を含み、
前記被駆動ギアを前記各動作の内のいずれかに対応させると共に、前記各モードに対して
使用する少なくとも一つの被駆動ギアを予め決定しておき、
実行すべきモードに応じて、前記規制部材を介して、前記太陽ギアの一方向の回転により
公転軌跡上から該当する被駆動ギアに対応する位置を選択し、その位置において前記太陽
ギアの他方向の回転により遊星ギアを自転させて、選択された前記被駆動ギアを駆動し、
対応する動作を選択的に行わせることを特徴とするファクシミリ装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、少なくとも送信モード、受信モード及びコピーモードを実行可能であり、各動
作モードの実行時に原稿や記録紙の搬送を行うについて１つの駆動モータの回転方向を切
り換えることにより各動作モードに適合させて原稿や記録紙の搬送が可能な駆動力伝達機
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構を備えたファクシミリ装置に関し、特に、駆動力伝達機構を構成する構成部品点数を低
減して機構の簡素化を図り、コストの低い駆動力伝達機構を備えたファクシミリ装置に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来より、各種の動作モードを実行可能なファクシミリ装置において、各動作モードを実
行する際に必要となる原稿や記録紙の搬送を行うにつき、１つの駆動モータからの回転駆
動力の伝達経路を動作モードに対応して適宜切り換える駆動力伝達機構を備えたファクシ
ミリ装置が提案されている。
【０００３】
例えば、特許第２６７７７１７号公報には、１つの駆動モータを介して回転される太陽歯
車、及び、２つの第１及び第２遊星腕のそれぞれに軸支された第１及び第２遊星歯車を有
し、駆動モータの回転方向を選択的に切り換えるとともにロック手段のソレノイドを選択
的にオン・オフさせ、これにより各第１及び第２遊星歯車と太陽歯車とを選択的に噛合さ
せて各動作モードに対応して駆動モータからの駆動力の伝達経路を切り換えるように構成
したファクシミリ装置の用紙搬送機構が記載されている。
【０００４】
前記用紙搬送機構において、送信モード時には、ソレノイドをオフしてロック手段により
第２遊星腕をロックした状態で、駆動モータを正転させることにより、太陽歯車、第１遊
星歯車を介して原稿搬送ローラを回転させ、原稿を搬送するとともに、読取ユニットを介
して原稿が読み取られる。また、コピーモード時には、ソレノイドをオンして第１及び第
２遊星腕のロックを解除した状態で、駆動モータを逆転させることにより、太陽歯車、第
２遊星歯車を介して原稿搬送ローラを回転させて原稿の搬送を行い、また同時に、太陽歯
車、第１遊星歯車を介してプラテンローラを回転させつつ記録ヘッドにより記録紙に記録
を行う。更に、受信モード時には、ソレノイドをオフして第１及び第２遊星腕を共にロッ
クした状態で、駆動モータを逆転させることにより、太陽歯車、第１遊星歯車を介してプ
ラテンローラのみを回転させつつ記録ヘッドにより記録紙に記録を行う。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前記特許第２６７７７１７号公報に記載されたファクシミリ装置の用紙搬送機
構では、駆動モータの回転方向を選択的に切り換えるとともにロック手段のソレノイドを
選択的にオン・オフさせることにより、第１及び第２遊星歯車と太陽歯車とを選択的に噛
合させて各動作モードに対応して駆動モータからの駆動力の伝達経路を切り換えるように
しており、ロック手段の主要部を構成するソレノイドは必須のものである。
【０００６】
このようにソレノイドを使用する場合、ソレノイドに付随して第１及び第２遊星腕のそれ
ぞれをロックするための２つのロック爪部材が必要となり、これより駆動モータの回転方
向の切換に基づく用紙搬送経路の切換機構が複雑化してしまい、また、ソレノイド自体が
元々比較的高価なものであり、これに相まって用紙搬送機構全体のコストアップを招来し
てしまう問題がある。
【０００７】
本発明は前記従来の問題点を解消するためになされたものであり、駆動モータの回転に基
づき太陽ギアの一方向への回転に基づき太陽ギアの周囲で遊星ギアを公転軌跡上で公転さ
せるとともに公転軌跡上の複数の位置で遊星ギアを被駆動ギアと選択的に噛合させ、また
、駆動モータの回転に基づく太陽ギアの他方向への回転に基づき太陽ギア、遊星ギアを介
して被駆動ギアを回転させ、送信モード、受信モード及びコピーモードにて必要な動作を
選択的に行わせることにより、駆動力伝達機構を構成する構成部品点数を低減して機構の
簡素化を図り、コストの低い駆動力伝達機構を備えたファクシミリ装置を提供することを
目的とする。
【０００８】
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【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するため請求項１に係るファクシミリ装置は、正逆回転可能な駆動モータ
と、前記駆動モータにより回転される太陽ギアと、前記太陽ギアと常時噛合される遊星ギ
アと、前記駆動モータの回転に基づき太陽ギアが一方向に回転された際に、遊星ギアが太
陽ギアの周囲を公転することを許容し、太陽ギアが他方向に回転された際に遊星ギアの公
転を禁止するとともに公転軌跡上の複数の位置で遊星ギアを自転させる規制部材と、前記
公転軌跡上における複数の各位置にて自転する遊星ギアに噛合する複数の被駆動ギアとを
有する駆動伝達機構を備え、少なくとも送信モード、受信モード及びコピーモードを有し
、前記各モードに対応して規制部材により前記公転軌跡上の複数の位置から所定数の位置
を選択するとともに、その選択された各位置にて遊星ギアを自転させることにより前記各
被駆動ギアを選択的に回転させることを特徴とする。
【０００９】
請求項１のファクシミリ装置では、送信モード、受信モード及びコピーモードの各モード
に対応して、規制部材による規制作用に基づき、駆動モータの回転により太陽ギアが一方
向に回転された場合には遊星ギアが太陽ギアの周囲を公転軌跡に沿って公転されるととも
に、公転軌跡上に配置された複数の被駆動ギアに対して選択的に噛合され、また、駆動モ
ータの回転により太陽ギアが他方向に回転された場合には遊星ギアが各被駆動ギアと噛合
した状態で自転される。
【００１０】
ここに、送信モードでは、少なくとも原稿の画像データを読み取るとともに、その読み取
った原稿の画像データを他のファクシミリ装置に対して送信する動作が行われ、従って、
画像データの読取時に原稿を搬送する必要があることから、原稿搬送動作に対応する被駆
動ギアが選択使用される。また、受信モードでは、少なくとも他のファクシミリ装置から
受信した画像データを、記録紙を給紙して搬送しながら記録ヘッドにより画像データを記
録するとともに、記録後の記録紙を排紙する動作が行われ、従って、記録紙の給紙、搬送
及び排紙を行う必要があることから、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作及び記録紙の
排紙動作に対応するそれぞれの被駆動ギアが選択使用される。更に、コピーモードでは、
少なくとも原稿の画像データを読み取り、記録紙を給紙して搬送しながら記録ヘッドによ
り読み取った画像データを記録するとともに、記録後の記録紙を排紙する動作が行われ、
従って、原稿搬送動作、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作、及び、記録紙の排紙動作
を行う必要があることから、原稿搬送動作に対応する被駆動ギア、記録紙の給紙動作に対
応する被駆動ギア、記録紙の搬送動作に対応する被駆動ギア、及び、記録紙の排紙動作に
対応する被駆動ギアが選択使用される。
【００１１】
このように、送信モード、受信モード、コピーモードを実行する際に、太陽ギアを一方向
へ回転させることにより、そのモードを実行するにつき必要な動作を行うための被駆動ギ
アが選択されるとともに遊星ギアに噛合され、また、太陽ギアを他方向へ回転させること
により、その選択された被駆動ギアとの噛合関係を保持したまま遊星ギアが自転されるの
で、駆動モータの正逆回転に基づき太陽ギアの回転方向を選択するだけで、送信モード、
受信モード及びコピーモードにて必要な動作を選択的に行わせることが可能となる。これ
により、駆動力伝達機構を構成する構成部品点数を低減して機構の簡素化を図り、コスト
の低い駆動力伝達機構を備えたファクシミリ装置を実現することが可能となる。
【００１２】
また、請求項２に係るファクシミリ装置は、請求項１のファクシミリ装置において、所定
角度をなす一対の腕部を有し、各腕部に前記遊星ギアを回転可能に軸支するとともに前記
太陽ギアと同軸で回転可能なアーム部材を備え、前記規制部材は、前記太陽ギアとアーム
部材との間に設けられ、太陽ギアの回転方向によって前記アーム部材との間における摩擦
負荷を切り換えて発生させる摩擦負荷発生手段と、前記アーム部材の回転を適宜規制する
規制部とを有することを特徴とする。
【００１３】
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請求項２のファクシミリ装置では、太陽ギアが一方向に回転して遊星ギアが太陽ギアの周
囲を公転する際には、公転軌跡上に近接して配置されてする複数の被駆動ギアの中から各
モードに対応する被駆動ギアを選択するように動作するため、遊星ギアを支持しているア
ーム部材と、太陽ギアとは常に一体的に移動する必要がある。また、太陽ギアを一方向に
回転させる際には、遊星ギアが被駆動ギアを乗り越えながら公転軌跡上を移動しなければ
ならないため、摩擦負荷発生手段により太陽ギアとアーム部材との間に比較的大きな摩擦
負荷を生じさせて、太陽ギアの回転にアーム部材を確実に追従させる。一方、太陽ギアが
他方向に回転して遊星ギアが選択された位置で自転する際には、前記規制部によりアーム
部材の位置が規制されており、太陽ギアと一体的に移動する必要がないため、摩擦負荷発
生手段により太陽ギアとアーム部材との間の摩擦負荷を小さくすることで、駆動モータか
らの駆動力が太陽ギア及び遊星ギアを介して、被駆動ギアに効率よく伝達される。
【００１４】
更に、請求項３に係るファクシミリ装置は、請求項２のファクシミリ装置において、前記
アーム部材における各腕部がなす所定角度は、前記公転軌跡上の２つの位置を選択可能な
角度に設定されていることを特徴とする。請求項３のファクシミリ装置では、アーム部材
における一対の各腕部がなす所定角度が、公転軌跡上の２つの位置を選択可能な角度に設
定されていることから、各腕部にて回転可能に支持された各遊星ギアを公転軌跡上で公転
させた際に、前記各モードに対応して複数の被駆動ギアの内から１つ又は２つの所定数の
被駆動ギアを選択して噛合させることが可能となる。
【００１５】
また、請求項４に係るファクシミリ装置は、請求項３のファクシミリ装置において、前記
アーム部材の各腕部に軸支された各遊星ギアは、前記コピーモードにおいて、それぞれ１
つの被駆動ギアに選択的に噛合されることを特徴とする。請求項４のファクシミリ装置で
は、コピーモードにおける前記した原稿搬送動作、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作
、及び、記録紙の排紙動作を行う必要があることから、各遊星ギアのそれぞれが１つの被
駆動ギアに選択的に噛合され、これにより少なくとも２つの動作を同時に行うことが可能
となり、迅速なコピー動作を実現することが可能となる。
【００１６】
更に、請求項５に係るファクシミリ装置は、請求項１のファクシミリ装置において、前記
受信モード及びコピーモードにおいては、記録紙の給紙動作、記録ヘッドによる記録紙へ
の記録動作及び記録紙の排紙動作が行われ、前記各被駆動ギアの内、記録紙の給紙動作、
記録ヘッドによる記録紙への記録動作及び記録紙の排紙動作に必要な被駆動ギアは、前記
公転軌跡上で連続する位置に配置されていることを特徴とする。請求項５のファクシミリ
装置では、受信モード及びコピーモードにおいて行われる記録紙の給紙動作、記録ヘッド
による記録紙への記録動作及び記録紙の排紙動作に必要な被駆動ギアが、公転軌跡上で連
続する位置に配置されているので、各一連の動作を行うにつき遊星ギアの公転距離を短縮
することが可能となり、これより受信モード及びコピーモードにおける各動作を迅速に行
うことが可能となる。
【００１７】
また、請求項６に係るファクシミリ装置は、請求項５のファクシミリ装置において、前記
記録ヘッドはサーマルヘッドからなり、そのサーマルヘッドによりリボンを介して記録紙
に記録動作が行われ、前記リボンの送り動作を行うためのリボン送りギアを有し、前記各
被駆動ギアの内から、記録紙の給紙動作 又は記録紙の排紙動作 に必要な被駆動ギ
アが選択された際には、その選択された被駆動ギアとリボン送りギアとは噛合されないこ
とを特徴とする。請求項６のファクシミリ装置では、各被駆動ギアの内から、記録紙の給
紙動作 又は記録紙の排紙動作 に必要な被駆動ギアが選択された際には、その選択
された被駆動ギアとリボン送りギアとは噛合されないように構成されているので、記録紙
の給紙動作時又は記録紙の排紙動作時にリボンが送られることはなく、これよりリボンの
無駄な消費を防止することが可能となる。
【００１８】
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更に、請求項７に係るファクシミリ装置は、請求項２のファクシミリ装置において、前記
各被駆動ギアを回転可能に軸支するとともに、前記公転軌跡上の各位置に対応して位置決
め凹部が形成されたベース部材を備え、前記規制部材は、前記アーム部材に配設され公転
軌跡上の各位置で前記位置決め凹部に係合する弾性突起を有することを特徴とする。請求
項７のファクシミリ装置では、規制部材が、アーム部材に配設され公転軌跡上の各位置で
ベース部材に形成された各位置決め凹部に係合する弾性突起を有するので、公転軌跡上に
おける複数の各位置にて各遊星ギアを確実に位置決めすることが可能となり、これより各
遊星ギアと被駆動ギアとを確実に噛合させつつ遊星ギアを介して被駆動ギアを適正に回転
させることが可能となる。
【００１９】
また、請求項８に係るファクシミリ装置は、正逆回転可能な駆動モータと、前記駆動モー
タにより回転される太陽ギアと、前記太陽ギアと常時噛合される遊星ギアと、前記駆動モ
ータの回転に基づき太陽ギアが一方向に回転された際に、遊星ギアが太陽ギアの周囲を公
転することを許容し、太陽ギアが他方向に回転された際に遊星ギアの公転を禁止するとと
もに公転軌跡上の複数の位置で遊星ギアを自転させる規制部材と、前記公転軌跡上におけ
る複数の各位置にて自転する遊星ギアに噛合する複数の被駆動ギアと、を有する駆動伝達
機構を備え、少なくとも送信モード、受信モード及びコピーモードを有し、また、実行可
能な動作として、読取り用原稿送り動作、記録紙の給紙動作、記録手段による記録紙への
記録動作、及び記録紙の排紙動作を含み、前記被駆動ギアを前記各動作の内のいずれかに
対応させると共に、前記各モードに対して使用する少なくとも一つの被駆動ギアを予め決
定しておき、実行すべきモードに応じて、前記規制部材を介して、前記太陽ギアの一方向
の回転により公転軌跡上から該当する被駆動ギアに対応する位置を選択し、その位置にお
いて前記太陽ギアの他方向の回転により遊星ギアを自転させて、選択された前記被駆動ギ
アを駆動し、対応する動作を選択的に行わせることを特徴とする。
【００２０】
請求項８のファクシミリ装置では、送信モード、受信モード及びコピーモードの各モード
に対応して、規制部材による規制作用に基づき、駆動モータの回転により太陽ギアが一方
向に回転された場合には遊星ギアが太陽ギアの周囲を公転軌跡に沿って公転されるととも
に、公転軌跡上に配置された複数の被駆動ギアに対して選択的に噛合され、また、駆動モ
ータの回転により太陽ギアが他方向に回転された場合には遊星ギアが各被駆動ギアと噛合
した状態で自転される。
【００２１】
ここに、送信モードでは、少なくとも原稿の画像データを読み取るとともに、その読み取
った原稿の画像データを他のファクシミリ装置に対して送信する動作が行われ、従って、
画像データの読取時に原稿を搬送する必要があることから、原稿搬送動作に対応する被駆
動ギアが選択使用される。また、受信モードでは、少なくとも他のファクシミリ装置から
受信した画像データを、記録紙を給紙して搬送しながら記録ヘッドにより画像データを記
録するとともに、記録後の記録紙を排紙する動作が行われ、従って、記録紙の給紙、搬送
及び排紙を行う必要があることから、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作及び記録紙の
排紙動作に対応するそれぞれの被駆動ギアが選択使用される。更に、コピーモードでは、
少なくとも原稿の画像データを読み取り、記録紙を給紙して搬送しながら記録ヘッドによ
り読み取った画像データを記録するとともに、記録後の記録紙を排紙する動作が行われ、
従って、原稿搬送動作、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作、及び、記録紙の排紙動作
を行う必要があることから、原稿搬送動作に対応する被駆動ギア、記録紙の給紙動作に対
応する被駆動ギア、記録紙の搬送動作に対応する被駆動ギア、及び、記録紙の排紙動作に
対応する被駆動ギアが選択使用される。
【００２２】
このように、送信モード、受信モード、コピーモードを実行する際に、太陽ギアを一方向
へ回転させることにより、そのモードを実行するにつき必要な動作を行うための被駆動ギ
アが選択されるとともに遊星ギアに噛合され、また、太陽ギアを他方向へ回転させること
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により、その選択された被駆動ギアとの噛合関係を保持したまま遊星ギアが自転されるの
で、駆動モータの正逆回転に基づき太陽ギアの回転方向を選択するだけで、送信モード、
受信モード及びコピーモードにて必要な動作を選択的に行わせることが可能となる。これ
により、駆動力伝達機構を構成する構成部品点数を低減して機構の簡素化を図り、コスト
の低い駆動力伝達機構を備えたファクシミリ装置を実現することが可能となる。
【００２３】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係るファクシミリ装置について、本発明を具体化した第１実施形態及び第
２実施形態に基づき図面を参照しつつ詳細に説明する。先ず、第１及び第２実施形態に係
るファクシミリ装置の概略構成について図１に基づき説明する。図１はファクシミリ装置
を模式的に示す側断面図である。
【００２４】
図１において、ファクシミリ装置１は上カバー２及び下カバー３を有する。上カバー２の
上部（図１中、左側上部）には、記録紙をスタックする記録紙スタッカ４が設けられてお
り、かかる記録紙スタッカ４に隣接して記録紙給紙ローラ５が配置されている。かかる記
録紙給紙ローラ５は、後述する駆動モータ、駆動力伝達機構を介して回転駆動される。
【００２５】
記録紙給紙ローラ５は、ローラ軸５Ａを介して支持プレート６のローラ支持部７に回転可
能に支持されており、記録紙給紙ローラ５の上部は、支持プレート６に形成されたローラ
孔８を介して支持プレート６の上面から露出している。また、記録紙給紙ローラ５に対向
して規制部材９が配設されており、この規制部材９は、記録紙給紙ローラ５の表面に対し
て弾性的に圧接されている。かかる規制部材９は、記録紙スタッカ４にスタックされてい
る記録紙を一枚ずつ分離する作用を行うものであり、また、記録紙給紙ローラ５は規制部
材９と協働して記録紙搬送経路に沿って一枚ずつ記録紙を給紙搬送する。
【００２６】
記録紙搬送経路の下流側において、プラテン１０が配置されている。かかるプラテン１０
は、後述する駆動モータ、駆動力伝達機構を介して回転駆動される。また、プラテン１０
に対向して、サーマルヘッド１１が配設されている。ここに、サーマルヘッド１１は、多
数の発熱素子がライン状に形成された、所謂、ラインサーマルヘッドから構成されている
。これより、サーマルヘッド１１は、使用される記録紙の印字可能範囲をカバーすること
ができる。また、サーマルヘッド１１は、ヘッド保持部材１４の上面に固着されており、
ヘッド保持部材１４は、その凹部とバネ保持部材１２との間に配置された付勢バネ１３を
介して上方へ付勢されている。これにより、サーマルヘッド１１は、付勢バネ１３の付勢
力を介してプラテン１０に常時圧接されている。尚、サーマルヘッド１１は、ファクシミ
リ装置１の各種動作に対応して、必要に応じてプラテン１０からリリースされるが、かか
るリリース動作を行う機構については公知であるので、ここではその説明を省略する。
【００２７】
記録紙搬送経路に沿って前記プラテン１０の下流側には、記録紙排出ローラ１７が配置さ
れており、また、記録紙排出ローラ１７の上側にはピンチローラ１８が圧接されている。
かかる記録紙排出ローラ１７は、後述する駆動モータ、駆動力伝達機構を介して回転駆動
され、ピンチローラ１８と協働して記録された後の記録紙を記録紙搬送経路に沿って下流
側に搬送してファクシミリ装置１の外部に排紙するものである。
【００２８】
前記記録紙給紙ローラ５の下方において、下カバー３に形成されたリボン収納部３Ｂには
、筒体１９の周囲にロール状に巻回されたリボン２０が収納されており、かかるリボン２
０は、ラインサーマルヘッドからなるサーマルヘッド１１の発熱素子による記録可能な範
囲をカバーすべく幅広に形成されている。リボン２０は、リボン収納部３Ｂから引き出さ
れ、プラテン１０とサーマルヘッド１１との間を通過してリボン巻取部３Ｃに配設された
リボン巻取スプール２１に巻き取られる。かかるリボン巻取スプール２１は、後述する駆
動モータ、駆動力伝達機構を介して回転駆動され、記録で使用されたリボン２０を巻き取
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るものである。
【００２９】
続いて、原稿搬送機構について説明する。上カバー２において記録紙スタッカ４よりも上
方右側には原稿台部２２（その下面には、前記規制部材９が取り付けられている）が形成
されており、かかる原稿台部２２と上部パネル板２３との間には原稿挿入孔２４が設けら
れている。原稿の搬送経路に沿って原稿台部２２の右斜め下方には、原稿支持部２５が配
置されている。また、原稿支持部２５に対向して上方には、下方に湾曲した原稿案内部２
６が設けられており、原稿支持部２５と原稿案内部２６とにより構成される原稿搬送経路
の上下幅は、除々に狭くなるようにされている。
【００３０】
また、原稿搬送路に沿って原稿支持部２５の下流側の下面には、一対のローラ支持部２７
（図１には一方のみを示す）が形成されており、また、各ローラ支持部２７の間でローラ
孔２８が形成されている。そして、各ローラ支持部２７には、複数枚の原稿を一枚ずつ分
離する分離ローラ２９が回転可能に支持されており、かかる分離ローラ２９の上部は、ロ
ーラ孔２８を介して原稿支持部２５の上面から露出している。また、原稿支持部２５の上
面から露出した分離ローラ２９の表面には、原稿案内部２６の下側に取り付けられた分離
片３１が当接している。分離ローラ２９と分離片３１とは、相互に協働して複数枚の原稿
を一枚ずつ分離する分離部３０を構成する。
【００３１】
原稿搬送経路に沿って前記分離ローラ２９の下流側には、ラインフィードローラ（ＬＦロ
ーラ）３２及びＬＦローラ３２の上側で圧接されたピンチローラ３３が回転可能に配置さ
れている。ＬＦローラ３２は、後述する駆動モータ、駆動力伝達機構を介して回転駆動さ
れる。また、ＬＦローラ３２、ピンチローラ３３の下流側には、下カバー３に形成された
ユニット収納部３Ｄ内に収納されたＣＩＳ (Contact Image Sensor)ユニット３４が配置さ
れており、かかるＣＩＳユニット３４の上側には原稿押さえ部材３５が圧接されている。
ここに、ＣＩＳユニット３４は、ＬＦローラ３２とピンチローラ３３との間で挟持されて
ラインフィードされる原稿の画像データを順次読み取る動作を行う。更に、ＣＩＳユニッ
ト３４の下流側には、原稿排出ローラ３６及び原稿排出ローラ３６の上側で圧接されたピ
ンチローラ３７が回転可能に配置されている。原稿排出ローラ３６及びピンチローラ３７
は、ＣＩＳユニット３４を介して画像読取が行われた後の原稿をファクシミリ装置１の外
部に排出する。
【００３２】
尚、上部パネル２３には、数字キー、各種ファンクションキー等を有するキーボード３８
が配設されており、これらのキーを押下することによりファクシミリ装置１が実行可能な
各種の動作が行われる。
【００３３】
次に、前記各記録紙給紙ローラ５、プラテン１０、リボンスプール２１、記録紙排出ロー
ラ１７、ＬＦローラ３２、及び、原稿排出ローラ３６を回転駆動する機構について、図２
乃至図７に基づき説明する。図２は駆動力伝達機構と被駆動部材との関係を模式的示す説
明図、図３は駆動力伝達機構の裏面側を示す平面図、図４はアーム部材の平面図、図５は
太陽ギアとアーム部材との関係を示す断面図、図６はアーム部材の回転係止部材の断面図
、図７は回転係止部材を構成する係止片の作用を説明する説明図である。
【００３４】
図２乃至図５において、駆動力伝達機構４０はベース板４１を有しており、かかるベース
板４１上には、ベース板４１に立設された軸４２に太陽ギア４３が回転可能に軸支されて
いる。太陽ギア４３の外周にはギア歯４３Ａが形成されており、また、下面にはギア歯４
３Ｂ（図５参照）が形成されている。
【００３５】
太陽ギア４３の下方には、図４、図５に示すように、所定角度をなす一対の腕部４４Ａ、
４４Ｂを有するとともに、軸孔４５Ａを介して軸４２に回転可能に軸支されたアーム部材
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４５が配置されている。かかるアーム部材４５は、太陽ギア４３と同軸で軸４２の回りに
回転可能である。アーム部材４５の各腕部４４Ａ、４４Ｂのそれぞれには、ギア支持部４
４にて遊星ギア４６、４７が回転可能に軸支されている。各遊星ギア４６、４７は、太陽
ギア４３のギア歯４３Ｂと常時噛合されており、後述する駆動モータを介して太陽ギア４
３が一方向に回転された場合に各遊星ギア４６、４７は、相互に同一方向に回転される。
尚、図４においては各遊星ギア４６、４７は省略して示しており、図５では一方の遊星ギ
ア４６のみを示している。
【００３６】
太陽ギア４３にて軸４２が挿嵌される筒状軸体４３Ｃとアーム部材４５にて軸４２を挿嵌
する軸孔４５Ａを構成する筒状軸体４５Ｂとの間には、クラッチバネ４８が介在されてい
る。かかるクラッチバネ４８は、太陽ギア４３が図２及び図４中反時計方向（図４中矢印
Ａで示す方向）に回転した際に、大きなトルク（締まりトルク）を生じ、太陽ギア４３が
時計方向（図４中矢印Ｂで示す方向）に回転した際に、小さなトルク（緩みトルク）を生
じるものである。そして、このクラッチバネ４８が、太陽ギア４３とアーム部材４５との
間に摩擦負荷をその大きさを切り換えて生じさせている。即ち、駆動モータにより太陽ギ
ア４３が反時計方向に回転した時は、クラッチバネ４８の締まりトルクにより太陽ギア４
３とアーム部材４５との間に大きな摩擦負荷が生じ、逆に太陽ギア４３が時計方向に回転
した時は、クラッチバネ４８の緩みトルクにより太陽ギア４３とアーム部材４５との間に
生じる摩擦負荷が反時計方向への回転に比べて小さくなるように作用する。
【００３７】
また、アーム部材４５において、腕部４４Ａと反対側には、規制部４９が配設されている
。かかる規制部４９は、図２及び図４中の太陽ギア４３の反時計方向への回転に基づきア
ーム部材４５を回転させて、各遊星ギア４６、４７を軸４２の回りに公転させた後、所定
の位置において各遊星ギア４６、４７を自転させる場合に、アーム部材４５の位置決めを
行うものである。
【００３８】
ここで、規制部４９の構成について、図５乃至図７、及び図３に基づき説明する。規制部
４９は、カバー５０内に回転規制部材５１を上下動可能に配置するとともに、カバー５０
の上側内壁面と回転規制部材５１の上端との間に、回転規制部材５１を常時下方へ向かっ
て押圧する押圧バネ５２を配置することにより構成される。また、回転規制部材５１の側
面には、図５に示すように、カバー５０が形成された縦溝５３に沿って上下案内される係
合片５４が形成されている。更に、アーム部材４５の上面において、係合片５４に対向す
る位置には緩衝部材（ダンパ）５５が設けられている。かかる緩衝部材５５は、回転規制
部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔（後述する）に嵌合する際に、押
圧バネ５２の下方への押圧力に基づき係合片５４の下面がアーム部材４１に当接する時に
発生する衝突音を緩和する作用を行う。
【００３９】
次に、前記回転規制部材５１が嵌合するベース板４１の位置決め孔について図３等を参照
して説明する。図３において、ベース板４１には、太陽ギア４３が配置される位置にて太
陽ギア４３の円弧形状に沿って複数個（本実施形態では４個）の位置決め孔５６等が形成
されている。位置決め孔５６Ａは、記録紙の給紙動作に対応しており、回転規制部材５１
の下端が位置決め孔５６Ａに嵌合されると、後述するように駆動モータの駆動力に基づき
駆動力伝達機構４０を介して記録紙給紙ローラ５が回転される。また、位置決め孔５６Ｂ
は、サーマルヘッド１１による記録紙への記録動作に対応しており、回転規制部材５１の
下端が位置決め孔５６Ｂに嵌合されると、後述するように駆動モータの駆動力に基づき駆
動力伝達機構４０を介してプラテン１０の回転、リボン巻取スプール２１の回転、及び、
記録紙排出ローラ１７の回転が行われる。
【００４０】
また、ベース板４１に形成された位置決め端部５６Ｃは、コピー動作に対応しており、回
転規制部材５１の下端が位置決め端部５６Ｃに当接すると、後述するように駆動モータの
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駆動力に基づき駆動力伝達機構４０を介して、原稿画像の読取を行うべくＬＦローラ３２
の回転、原稿排出ローラ３６の回転が行われ、また同時に、記録紙への画像記録を行うべ
く記録紙排出ローラ１７の回転、プラテン１０の回転、リボン巻取スプール２１の回転が
行われる。更に、位置決め孔５６Ｄは、画像記録後の記録紙の排紙動作に対応しており、
回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ｄに嵌合すると、後述するように記録紙排出ロ
ーラ１７の回転が行われる。また、位置決め孔５６Ｅは、ＣＩＳユニット３４による原稿
の画像データの読取動作に対応しており、回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ｅに
嵌合すると、後述するように駆動モータの駆動力に基づき駆動力伝達機構４０を介してＬ
Ｆローラ３２の回転、原稿排出ローラ３６の回転が行われる。
【００４１】
前記したように、位置決め孔５６Ａ、５６Ｂ、位置決め端部５６Ｃ、位置決め孔５６Ｄ、
５６Ｅは、太陽ギア４３の円弧形状に沿って、且つ、太陽ギア４３の反時計回転方向に沿
って配置されていることが分かる。これは、後述するように、太陽ギア４３の必要最小限
の回転でファクシミリ装置１の各種動作を連続的に行うことを可能とするためである。
【００４２】
尚、図３に示すように、ベース板４１の裏面で、太陽ギア４３の配置位置に近接して駆動
モータ（パルスモータ）５７が配設されており、かかる駆動モータ５７の駆動軸にはピニ
オン５８が固着されている。このピニオン５８は、ベース板４１の表面側で太陽ギア４３
のギア歯４３Ａに噛合されている。
【００４３】
ここで、太陽ギア４３の反時計方向の回転に基づき、アーム部材４５がクラッチバネ４８
の作用により反時計方向に公転する際に、回転規制部材５１がベース板４１の各位置決め
孔５６に嵌合する状態について、図５乃至図７を参照して説明する。先ず、太陽ギア４３
が反時計方向に回転する際には、クラッチバネ４８の作用によりアーム部材４５との間に
は大きな摩擦負荷を生じさせ、太陽ギア４３の回転に伴ってアーム部材４５も同様に回転
を開始する。そして、回転規制部材５１が各位置決め孔５６Ａ、５６Ｂ、５６Ｄ、５６Ｅ
や位置決め端部５６Ｃに嵌合・当接していない場合には、回転規制部材５１の下端は、ベ
ース板４１の上面に当接している。この状態では、押圧バネ５２は、図５の点線及び図６
に示すように、圧縮された状態にある。そして、アーム部材４５が公転して回転規制部材
５１の下端が位置決め孔５６Ａ、５６Ｂ、５６Ｄ、５６Ｅや位置決め端部５６Ｃの位置に
対応すると、図５の実線及び図７の左側に示すように、回転規制部材５１の下端は、位置
決め孔５６内に嵌合する。このように回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ａ等や位
置決め端部５６Ｃに嵌合・当接した状態において、駆動モータ５７、ピニオン５８の回転
に基づき太陽ギア４３が時計方向に回転されると、クラッチバネ４８の作用によりアーム
部材４５との間に生じる摩擦負荷を減少させ、太陽ギア４３に追従して回転しようとする
力が非常に小さくなる。そして、アーム部材４５は、規制部４９の作用により回転が規制
されていることから、太陽ギア４３の回転に追従することなく、その位置で停止する。こ
の状態で、太陽ギア４３のギア歯４３Ｂと各遊星ギア４６、４７は常時噛合されているの
で、太陽ギア４３の時計方向の回転に基づき各遊星ギア４６、４７は、相互に同一方向に
回転される。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５との間の摩擦負荷は減少し、かつ
位置決めされた状態にあることから、駆動モータ５７からの駆動力は、太陽ギア４３及び
遊星ギア４６、４７を介して後述する被駆動ギアに効率良く伝達され、比較的小さな駆動
力のモータでも対応可能となる。この後、太陽ギア４３が反時計方向に回転されると、ク
ラッチバネ４８の作用により摩擦負荷が大きくなるように切り換えられ、太陽ギア４３の
回転に基づきアーム部材４５が回転され、各遊星ギア４６、４７は再度公転可能となる。
このとき、回転規制部材５１の下端は、図７の右側に示すように、位置決め孔５６の近傍
にてベース板４１に形成された傾斜部４１Ａに沿って上方に案内され、ベース板４１の上
面に当接した状態となる。
【００４４】
ここで、図４に戻ってアーム部材４５の説明を続けると、前記にて説明した規制部４９の
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外側でアーム部材４５の外周には、検出突起６０が一体に形成されている。かかる検出突
起６０は、アーム部材４５の回転に基づき、後述するマイクロスイッチ（センサ）のスイ
ッチ端子に当接してマイクロスイッチをオンさせる作用を行うものである。尚、マイクロ
スイッチがオンした状態は、後述するようにファクシミリ装置１の各種動作を行う際にお
ける原点位置に対応している。
【００４５】
続いて、駆動力伝達機構４０と各記録紙給紙ローラ５、プラテン１０、リボン巻取スプー
ル２１、記録紙排出ローラ１７、ＬＦローラ３２及び原稿排出ローラ３６との駆動力の伝
達関係について、図２に基づき説明する。図２において、ベース板４１には、前記アーム
部材４５が回転した際に各遊星ギア４６、４７が公転する公転軌跡上に沿って４つの第１
被駆動ギア６１、第２被駆動ギア６２、第３被駆動ギア６３、及び、第４被駆動ギア６４
が回転可能に支持されている。各第１乃至第４被駆動ギア６１、６２、６３、６４は、ア
ーム部材４５が回転した際に前記回転規制部材５１が、ベース板４１に形成された位置決
め孔５６Ａ、５６Ｂ、位置決め端部５６Ｃ、位置決め孔５６Ｄ、位置決め孔５６Ｅに嵌合
・当接した位置で、アーム部材４５と共に公転する各遊星ギア４６、４７に対して順次噛
合する。
【００４６】
第１被駆動ギア６１は従動ギア６５に噛合しており、また、従動ギア６５は従動ギア６６
に噛合している。そして、従動ギア６６には、適宜のギア列を介して記録紙給紙ローラ５
に連結されている。従って、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が位置決
め孔５６Ａに嵌合すると、その位置において遊星ギア４７、第１被駆動ギア６１、従動ギ
ア６５、従動ギア６６から記録紙給紙ローラ５に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００４７】
また、第２被駆動ギア６２は従動ギア６７に噛合しており、また、従動ギア６７の下側に
一体に形成された従動ギア６７Ａは従動ギア６８（ベース板４１の裏面側に支持されてい
る）に噛合している。そして、従動ギア６８は、適宜のギア列を介してリボン巻取スプー
ル２１に連結されている。従って、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が
位置決め孔５６Ｂに嵌合すると、その位置において遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、
従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア６７Ａ、従動ギア６８からリボン巻取スプ
ール２１に至る駆動力伝達経路が形成される。また、従動ギア６７は従動ギア６９に噛合
しており、更に、従動ギア６９は、適宜のギア列を介してプラテン１０に連結されている
。従って、前記と同様、回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ｂに嵌合すると、その
位置において遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６９からプラ
テン１０に至る駆動伝達経路が形成される。更に、第２被駆動ギア６２の下側には従動ギ
ア（図示せず）が配置されており、その従動ギアと従動ギア７０とは噛合している。そし
て、従動ギア７０は、適宜のギア列を介して記録紙排出ローラ１７に連結されている。従
って、前記のように、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が位置決め孔５
６Ｂに嵌合すると、その位置において遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、第２被駆動ギ
アの従動ギア、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成され
る。このとき、従動ギア７０は第３被駆動ギア６３に噛合しているが、かかる場合には、
第３被駆動ギア６３は単に回転されるだけである。
【００４８】
更に、第３被駆動ギア６３は前記のように従動ギア７０に噛合しており、また、第４被駆
動ギア６４は従動ギア７１に噛合している。更に、従動ギア７１の下側に一体に形成され
た従動ギア（図示せず）は従動ギア７２に噛合しており、また、従動ギア７２は従動ギア
７３に噛合している。そして、従動ギア７３は、適宜のギア列を介して原稿排出ローラ３
６に連結されている。更に、従動ギア７２の下側の従動ギアは従動ギア７４に噛合してい
る。そして、従動ギア７４は、適宜のギア列を介してＬＦローラ３２に連結されている。
従って、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が位置決め端部５６Ｃに当接
すると、その位置において遊星ギア４７は第４被駆動ギア６４に噛合し、また、遊星ギア
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４６は第２被駆動ギア６２に噛合することとなり、同時に２つの被駆動ギアが選択される
。このとき、遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の
従動ギア、従動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形成され、また
同時に、遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動
ギア、従動ギア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経路が形成され
る。尚、遊星ギア４６が第２被駆動ローラ６２に噛合していることから、前記した場合と
同様、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア、従動ギア６
８からリボン巻取スプール２１に至る駆動力伝達経路、第２被駆動ギア６２、従動ギア６
７、従動ギア６９からプラテン１０に至る駆動伝達経路、及び、第２被駆動ギア６２、被
駆動ギアの従動ギア、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形
成される。
【００４９】
前記構成において、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６
Ｄに嵌合すると、その位置において遊星ギア４６、第３被駆動ギア６３、従動ギア７０か
ら記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。尚、この場合、遊星ギア４
７はいずれの被駆動ギアにも噛合されることはなく、空転する。また、従動ギア７０と第
２被駆動ギア６２の下側に配置された従動ギアとは噛合するが、第２被駆動ギア６２とそ
の下側の従動ギア間にはバネクラッチが配設されており、かかるバネクラッチの作用によ
り第２被駆動ギア６２とその従動ギアとの連結は解除されるので、従動ギア７０の回転は
第２被駆動ギア６２に伝達されることはない。従って、前記した駆動力伝達経路によって
記録紙排出ローラ１７が回転される際には、第２被駆動ギア６２は回転されないので、第
２被駆動ギア６２、従動ギア６７から従動ギア６８に至る駆動力伝達経路は遮断され、こ
れよりリボン巻取スプール２１が回転されることはない。この結果、記録紙の排出時には
リボン２０は送られることはなくなり、リボン２０の無駄な使用を防止することができる
。
【００５０】
更に、アーム部材４５の回転時、回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ｅに嵌合する
と、その位置において遊星ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、その従動ギア
７１の下側の従動ギア、従動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形
成され、また同時に、遊星ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１
の下側の従動ギア、従動ギア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経
路が形成される。尚、遊星ギア４７はいずれのギアとも噛合していない。
【００５１】
ここで、太陽ギア４３の回転と共にアーム部材４５が回転する必要のある被駆動ギアの選
択時においては、複数配置されている被駆動ギアの中から目的とする被駆動ギアの位置に
到達するまで、他の被駆動ギアを乗り越えてアーム部材４５が回転する必要があることか
ら、大きな駆動力を必要とし、太陽ギア４３とアーム部材４５との間にも大きな摩擦負荷
を発生させる必要がある。これをクラッチバネ４８の締まりトルクを利用することにより
得ることができる。一方、遊星ギア４６、４７を自転させるために、アーム部材４５が太
陽ギア４３と共に回転する必要がない時には、太陽ギア４３とアーム部材４５との間に大
きな摩擦負荷は必要としないことから、クラッチバネ４８の緩みトルクを利用し、摩擦負
荷を減少させる。この状態で、アーム部材４５を規制部４９により位置決めすることで、
太陽ギア４３に対してアーム部材４５は空転し、太陽ギア４３の回転を遊星ギア４６、４
７側に伝達することができる。つまり、クラッチバネ４８を介在させることで、太陽ギア
４３とアーム部材４５との摩擦負荷を回転方向にょって適宜切り換えることができる。
【００５２】
続いて、ファクシミリ装置１において、基本的な３つのモード、即ち、送信モード、受信
モード及びコピーモードが実行される際に行われる各種動作について、駆動モータ５７か
らの駆動力を切り換える駆動力伝達機構４０の動作を中心に、図８乃至図１３に基づき説
明する。
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【００５３】
ここに、送信モードにおいては、ＬＦローラ３２及び原稿排出ローラ３６を回転させなが
らＣＩＳユニット３４を介して原稿画像を読み取る動作が行われるとともに、その読み取
った原稿画像データを他のファクシミリ装置に送信する。また、受信モードにおいては、
記録紙給紙ローラ５を介して記録紙を給紙した後、プラテン１０及び記録紙排出ローラ１
７を回転させ、且つ、リボン巻取スプール２１によりリボン２０を送りながら、サーマル
ヘッド１１を介して他のファクシミリ装置から受信した画像データを記録紙に記録し、こ
の後記録紙をファクシミリ装置１の外部に排出する動作が行われる。更に、コピーモード
においては、前記送信モード時に行われる原稿画像の読取動作と受信モード時に行われる
画像記録動作が同時に実行される。
【００５４】
図８は原点位置にある駆動力伝達機構４０を示す説明図、図９は記録紙の給紙状態にある
駆動力伝達機構を示す説明図、図１０は記録紙への記録を行っている状態にある駆動力伝
達機構４０を示す説明図、図１１は原稿画像の読取動作と記録紙への記録動作を同時に行
っている状態にある駆動力伝達機構４０を示す説明図、図１２は記録紙の排紙を行ってい
る状態にある駆動力伝達機構４０を示す説明図、図１３は原稿画像の読取動作を行ってい
る状態にある駆動力伝達機構４０を示す説明図である。尚、図８乃至図１３において、機
構を単純化して理解を容易にするため、太陽ギア４３は省略しており、また、各動作を行
うにつき必要のないギア等についても省略している。
【００５５】
図８において、アーム部材４５の検出突起６０は、ベース板４１上で各遊星ギア４６、４
７の公転軌跡に近接して配置されたマイクロスイッチ８０のスイッチ端子８１に当接して
おり、この状態でマイクロスイッチ８０はオン状態にある。本実施形態のファクシミリ装
置１では、この状態を原点位置としている。かかる原点位置は、各種動作を行う際に常に
基準となる位置である。
【００５６】
先ず、ファクシミリ装置１にて送信モードを実行する場合について説明する。送信モード
を実行する場合、前記図８の原点位置から駆動モータ５７を一方向に回転し、太陽ギア４
３を反時計方向に回転させる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバ
ネ４８の作用により摩擦負荷が増加されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転され
る。かかるアーム部材４５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより
、規制部４９における回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５
６Ｅに嵌合されるまで行われる。この状態が図１３に示されている。このように、回転規
制部材５１が位置決め孔５６Ｅに嵌合された時点で、前記したように、遊星ギア４６、第
４被駆動ギア６４、従動ギア７１、その従動ギア７１の下側の従動ギア、従動ギア７３か
ら原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形成され、また同時に、遊星ギア４６、第
４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動ギア、従動ギア７２、従動
ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００５７】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３に対しアーム部材４５が追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転しな
くなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した駆動伝達経
路を介してＬＦローラ３２及び原稿排出ローラ３６が回転され、原稿はＬＦローラ３２と
原稿排出ローラ３６との協働により原稿搬送経路に沿って搬送される。このように原稿を
搬送している間に、原稿画像がＣＩＳユニット３４により読み取られる。そして、読み取
られた原稿画像のデータは、通常の方法により他のファクシミリ装置に送信されるもので
ある。
【００５８】
尚、待機状態においては、少しの振動によりギア間でズレが発生していまうので、遊星ギ
ア４６と第４被駆動ギア６４とを噛合させた条他いで待機させている。
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【００５９】
次に、ファクシミリ装置１にて受信モードを実行する場合について説明する。受信モード
を実行する場合、前記図８の原点位置から駆動モータ５７を一方向に回転し、太陽ギア４
３を反時計方向に回転させる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバ
ネ４８の作用により連結されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転される。かかる
アーム部材４５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより、規制部４
９における回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ａに嵌合
されるまで行われる。この状態が図９に示されている。このように、回転規制部材５１が
位置決め孔５６Ａに嵌合された時点で、前記したように、遊星ギア４７、第１被駆動ギア
６１、従動ギア６５、従動ギア６６から記録紙給紙ローラ５に至る駆動力伝達経路が形成
される。
【００６０】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３に対してアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転し
なくなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した駆動伝達
経路を介して記録紙給紙ローラ５が回転され、記録紙スタッカ４から記録紙が給紙される
。
【００６１】
前記のように記録紙を所定量給紙した後、更に駆動モータ５７を一方向に回転し、太陽ギ
ア４３を反時計方向に回転させる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッ
チバネ４８の作用により摩擦負荷が増加されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転
される。かかるアーム部材４５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることに
より、規制部４９における回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め
孔５６Ｂに嵌合されるまで行われる。この状態が図１０に示されている。このように、回
転規制部材５１が位置決め孔５６Ｂに嵌合された時点で、前記したように、遊星ギア４７
、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア６７Ａ、従動ギア
６８からリボン巻取スプール２１に至る駆動力伝達経路が形成される。また、遊星ギア４
７、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６９からプラテン１０に至る駆動伝達
経路が形成される。更に、遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、第２被駆動ギアの従動ギ
ア、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００６２】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３にた１してアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転
しなくなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した各駆動
伝達経路を介してプラテン１０及び記録紙排出ローラ１７を回転して記録紙を搬送し、且
つ、リボン巻取スプール２１によりリボン２０を遅れながら、サーマルヘッド１１を介し
て記録紙上に他のファクシミリ装置から受信した画像データの記録が行われる。画像デー
タの記録終了後、駆動モータ５７を一方向に回転し、太陽ギア４３を反時計方向に回転さ
せる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバネ４８の作用により摩擦
負荷が増加されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転される。かかるアーム部材４
５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより、規制部４９における回
転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ｄに嵌合されるまで行
われる。この状態が図１２に示されている。このように、回転規制部材５１が位置決め孔
５６Ｄに嵌合された時点で、前記したように、遊星ギア４６、第３被駆動ギア６３、従動
ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００６３】
尚、この場合、遊星ギア４７はいずれの被駆動ギアにも噛合されることはなく、空転する
。また、従動ギア７０と第２被駆動ギア６２の下側に配置された従動ギアとは噛合するが
、第２被駆動ギア６２とその下側の従動ギア間にはバネクラッチが配設されており、かか
るバネクラッチの作用により第２被駆動ギア６２とその従動ギアとの連結は解除されるの
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で、従動ギア７０の回転は第２被駆動ギア６２に伝達されることはない。
【００６４】
更に、前記した状態で駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用
に基づき太陽ギア４３に対してアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７
は公転しなくなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した
駆動伝達経路を介して記録後の記録紙は、記録紙排出ローラ１７を介してファクシミリ装
置１の外部に排出される。
【００６５】
続いて、ファクシミリ装置１にてコピーモードを実行する場合について説明する。尚、コ
ピーモードにおいては、前記送信モードにおける原稿画像の読取動作と、その読取動作に
よって読み取られた原稿画像のデータを前記受信モードにおけると同様にして記録紙に記
録する記録動作が同時に行われるものである。
【００６６】
コピーモードを実行する場合、前記図８の原点位置から駆動モータ５７を一方向に回転し
、太陽ギア４３を反時計方向に回転させる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５と
はクラッチバネ４８の作用により摩擦負荷が増加されるので、アーム部材４５も反時計方
向に回転される。かかるアーム部材４５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させ
ることにより、規制部４９における回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された
位置決め孔５６Ｅに嵌合されるまで行われる。この状態が図１３に示されている。このよ
うに、回転規制部材５１が位置決め孔５６Ｅに嵌合された時点で、前記したように、遊星
ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、その従動ギア７１の下側の従動ギア、従
動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形成され、また同時に、遊星
ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動ギア、従動ギ
ア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００６７】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３に対しアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転しな
くなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した駆動伝達経
路を介してＬＦローラ３２及び原稿排出ローラ３６が回転され、原稿はＬＦローラ３２と
原稿排出ローラ３６との協働により原稿搬送経路に沿って所定位置（原稿画像読取開始位
置）まで搬送される。
【００６８】
次に、駆動モータ５７を一方向に回転し、太陽ギア４３を反時計方向に回転させる。この
とき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバネ４８の作用により摩擦負荷が増加
されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転される。かかるアーム部材４５の回転動
作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより、規制部４９における回転規制部材
５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ａに嵌合されるまで行われる。こ
の状態が図９に示されている。このように、回転規制部材５１が位置決め孔５６Ａに嵌合
された時点で、前記したように、遊星ギア４７、第１被駆動ギア６１、従動ギア６５、従
動ギア６６から記録紙給紙ローラ５に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００６９】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３に対しアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転しな
くなり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した駆動伝達経
路を介して記録紙給紙ローラ５が回転され、記録紙スタッカ４から記録紙が所定位置（記
録開始位置）まで給紙される。
【００７０】
続いて、駆動モータ５７を更に一方向に回転し、太陽ギア４３を反時計方向に回転させる
。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバネ４８の作用により摩擦負荷
が増加されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転される。かかるアーム部材４５の
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回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより、規制部４９における回転規
制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め端部５６Ｃに当接されるまで行わ
れる。この状態が図１１に示されている。このように、回転規制部材５１が位置決め端部
５６Ｃに当接された時点で、前記したように、遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動
ギア７１、従動ギア７１の下側の従動ギア、従動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る
駆動力伝達経路が形成され、また同時に、遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動ギア
７１、従動ギア７１の下側の従動ギア、従動ギア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２
に至る駆動力伝達経路が形成される。また、遊星ギア４６が第２被駆動ローラ６２に噛合
していることから、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア
、従動ギア６８からリボン巻取スプール２１に至る駆動力伝達経路、第２被駆動ギア６２
、従動ギア６７、従動ギア６９からプラテン１０に至る駆動伝達経路、及び、第２被駆動
ギア６２、被駆動ギアの従動ギア、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力
伝達経路が形成される。
【００７１】
この状態で駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき太
陽ギア４３に対しアーム部材４５は追従しなくなり、各遊星ギア４６、４７は公転しなく
なり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、従動ギア７３から原稿
排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路及び従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力
伝達経路に基づいて、ＬＦローラ３２と原稿排出ローラ３６とを回転して原稿を搬送しつ
つＣＩＳユニット３４を介して原稿画像の読取が行われる。
【００７２】
また同時に、従動ギア６８からリボン巻取スプール２１に至る駆動力伝達経路、従動ギア
６９からプラテン１０に至る駆動伝達経路、及び、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１
７に至る駆動力伝達経路に基づき、記録紙搬送経路に沿って記録紙を搬送するとともにリ
ボン２０を送りつつ、サーマルヘッド１１を介して前記にてＣＩＳユニット３４により読
み取られた原稿画像データが記録紙に記録される。
【００７３】
記録紙への原稿画像データの記録後、駆動モータ５７を更に一方向に回転し、太陽ギア４
３を反時計方向に回転させる。このとき、太陽ギア４３とアーム部材４５とはクラッチバ
ネ４８の作用により連結されるので、アーム部材４５も反時計方向に回転される。かかる
アーム部材４５の回転動作は、駆動モータ５７を所定量回転させることにより、規制部４
９における回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ｄに嵌合
されるまで行われる。この状態が図１２に示されている。このように、回転規制部材５１
が位置決め孔５６Ｄに嵌合された時点で、前記したように、遊星ギア４６、第３被駆動ギ
ア６３、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。尚
、この場合、遊星ギア４７はいずれの被駆動ギアにも噛合されることはなく、空転する。
また、従動ギア７０と第２被駆動ギア６２の下側に配置された従動ギアとは噛合するが、
第２被駆動ギア６２とその下側の従動ギア間にはバネクラッチが配設されており、かかる
バネクラッチの作用により第２被駆動ギア６２とその従動ギアとの連結は解除されるので
、従動ギア７０の回転は第２被駆動ギア６２に伝達されることはない。従って、前記した
駆動力伝達経路によって記録紙排出ローラ１７が回転される際には、第２被駆動ギア６２
は回転されないので、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７から従動ギア６８に至る駆動力
伝達経路は遮断され、これよりリボン巻取スプール２１が回転されることはない。この結
果、記録紙の排出時にはリボン２０は送られることはなくなり、リボン２０の無駄な使用
を防止することができる。
【００７４】
この状態で、駆動モータ５７を他方向に回転させると、クラッチバネ４８の作用に基づき
太陽ギア４３とアーム部材４５との連結は解除され、各遊星ギア４６、４７は公転しなく
なり、一方、太陽ギア４３の回転に伴って自転する。これにより、前記した駆動伝達経路
を介して記録紙排出ローラ１７が回転され、前記のように原稿画像データが記録された後
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の記録紙は、記録紙排出ローラ１７を介してファクシミリ装置１の外部に排出される。
【００７５】
尚、回転規制部材５１を一旦各位置決め孔５６Ａ等を通過させた後、若干逆方向に戻すこ
とにより、回転規制部材５１と各位置決め孔５６Ａ等に係止するようにしてもよい。
【００７６】
以上詳細に説明した通り第１実施形態に係るファクシミリ装置１では、送信モード、受信
モード、コピーモードを実行する際に、太陽ギア４３を一方向へ回転させることにより、
そのモードを実行するにつき必要な動作を行うための第１乃至第４被駆動ギア６１、６２
、６３、６４が選択されるとともに遊星ギア４６、４７に噛合され、また、太陽ギア４３
を他方向へ回転させることにより、その選択された第１乃至第４被駆動ギア６１、６２、
６３、６４との噛合関係を保持したまま遊星ギア４６、４７が自転されるので、駆動モー
タ５７の正逆回転に基づき太陽ギア４３の回転方向を選択するだけで、送信モード、受信
モード及びコピーモードにて必要な動作を選択的に行わせることができる。これにより、
駆動力伝達機構４０を構成する構成部品点数を低減して機構の簡素化を図り、コストの低
い駆動力伝達機構４０を備えたファクシミリ装置１を実現することができる。
【００７７】
また、太陽ギア４３とアーム部材４５との間に配設された規制部４９のクラッチバネ４８
の作用に基づき、太陽ギア４３の一方向への回転により太陽ギア４３とアーム部材４５と
が連結されるとともに、太陽ギア４３の他方向への回転により太陽ギア４３とアーム部材
４５の連結が解除されるように構成されているので、太陽ギア４３とアーム部材４５との
間にクラッチバネ４８を配設するだけの簡単な構成により、太陽ギア４３とアーム部材４
５との連結及び解除が可能となり、これに基づき遊星ギア４６、４７を公転させて各第１
乃至第４被駆動ギア６１、６２、６３、６４へ選択的に噛合させるとともに、遊星ギア４
６、４７により各第１乃至第４被駆動ギア６１、６２、６３、６４を駆動することが可能
となるものである。
【００７８】
特に、コピーモードを実行する際に、駆動モータ５７の一方向の回転により太陽ギア４３
を反時計方向に回転させ、回転規制部材５１の下端が位置決め端部５６Ｃに当接されるま
でアーム部材４５を反時計方向に回転させると、アーム部材４５の一対の各腕部４４Ａ、
４４Ｂに軸支された遊星ギア４６、４７は、その公転軌跡上の２つの位置にて、それぞれ
第２被駆動ギア６２、第４被駆動ギア６４に噛合される。このようにアーム部材４５の各
腕部４４Ａ、４４Ｂがなす角度は、遊星ギア４６、４７の公転軌跡上の２つの位置を選択
可能な角度に設定されていることから、各腕部４４Ａ、４４Ｂにて回転可能に支持された
各遊星ギア４６、４７を公転軌跡上で公転させた際に、コピーモードに対応して４つの第
１乃至第４被駆動ギア６１乃至６４の内から２つの第２被駆動ギア６２、第４被駆動ギア
６４を選択して噛合させることができる。
【００７９】
また、受信モード及びコピーモードにおいて行われる記録紙の給紙動作、サーマルヘッド
１１による記録紙への記録動作及び記録紙の排紙動作に必要な第１乃至第４被駆動ギア６
１、６２、６３、６４が、遊星ギア４６、４７の公転軌跡上で連続する位置に配置されて
いるので、各一連の動作を行うにつき遊星ギア４６、４７の公転距離を短縮することがで
き、これより受信モード及びコピーモードにおける各動作を迅速に行うことが可能となる
。
【００８０】
更に、各被駆動ギア６１乃至６４の内から、記録紙の給紙動作に必要な第１被駆動ギア６
１が選択された際には、遊星ギア４７のみが第１被駆動ギア６１と噛合し、遊星ギア４６
は空転しているのみであり、リボン巻取スプール２１に駆動連結される従動ギア６３には
駆動モータ５７からの駆動力は伝達されることはなく、また、記録紙の排紙動作に必要な
第３被駆動ギア６３が選択された際には、遊星ギア４６のみが第３被駆動ギア６３と噛合
するが、第３被駆動ギア６３に噛合する従動ギア７０と第２被駆動ギア６２との連結は、
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第２被駆動ギア６２とその下側に配置された従動ギアとの間に介在されたクラッチバネに
より遮断されてリボン巻取スプール２１に駆動連結される従動ギア６３には駆動モータ５
７からの駆動力は伝達されることはなく、且つ、遊星ギア４７はいずれの被駆動ギアにも
噛合することなく空転するだけであるので、記録紙の給紙動作時又は記録紙の排紙動作時
にリボン２０が送られることはなく、これよりリボン２０の無駄な消費を防止することが
できる。
【００８１】
また、規制部４９には、アーム部材４５に配設され遊星ギア４６、４７の公転軌跡上で各
遊星ギア４６、４７が第１乃至第４被駆動ギア６１乃至６４と噛合する噛合位置で押圧バ
ネ５２の押圧力を介して、ベース板４１に形成された各位置決め孔５６Ａ、５６Ｂ、位置
決め端部５６Ｃ、位置決め孔５６Ｄ、５６Ｅ内に弾性的に嵌合・当接する回転規制部材５
１が設けられているので、遊星ギア４６、４７の公転軌跡上における複数の各位置にて各
遊星ギア４６、４７を確実に位置決めすることができる。これより各遊星ギア４６、４７
と各第１乃至第４被駆動ギア６１乃至６４とを確実に噛合させつつ遊星ギア４６、４７を
介して各被駆動ギア６１乃至６４を適正に回転させることが可能となる。
【００８２】
次に、第２実施形態に係るファクシミリ装置について図１４乃至図１９に基づいて説明す
る。ここに、第２実施形態に係るファクシミリ装置は、基本的に前記第１実施形態のファ
クシミリ装置１と同一の構成を有しており、前記第１実施形態のファクシミリ装置１で使
用される駆動力伝達機構４０では、アーム部材４５が各遊星ギア４６、４７を軸支する一
対の腕部４４Ａ、４４Ｂを有する略「Ｔ」字状の形状に形成されるとともに、アーム部材
４５の外周に１つの検出突起６０が形成されていたが、第２実施形態のファクシミリ装置
で使用される駆動力伝達機構では、アーム部材に代えて円形状の回転部材を採用するとと
もに、かかる回転部材の外周に、原点位置、記録紙の給紙位置、記録紙の記録位置、コピ
ー位置、記録紙の排紙位置、及び、原稿の搬送位置のそれぞれに対応する検出突起を形成
した点で、第１実施形態の場合と相違する。残余の構成については同一の構成を有する。
従って、以下の説明においては、前記第１実施形態におけると同一の要素、部材について
は同一の番号を付するとともに、第２実施形態における駆動力伝達機構に特徴的な構成の
みに着目して説明することとする。第１実施形態と同一の構成については、前記第１実施
形態の説明を参照することとして、その説明を省略する。
【００８３】
尚、図１４は原点位置にある第２実施形態の駆動力伝達機構を示す説明図、図１５は記録
紙の給紙状態にある駆動力伝達機構を示す説明図、図１６は記録紙への記録を行っている
状態にある駆動力伝達機構を示す説明図、図１７は原稿画像の読取動作と記録紙への記録
動作を同時に行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図、図１８は記録紙の排紙
を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図、図１９は原稿画像の読取動作を行
っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。図１４乃至図１９は、それぞれ
第１実施形態の駆動力伝達機構を示す図８乃至図１３に対応する。
【００８４】
図１４等において、回転部材１００は円形状に形成されており、その外周に沿って時計方
向に、台形状の第１検出突起１０１、三角形状の第２検出突起１０２、第３検出突起１０
３、第４検出突起１０４、第５検出突起１０５及び第６検出突起１０６が形成されている
。ここに、第１検出突起１０１は、ファクシミリ装置１にて行われる各種動作の基準とな
る原点位置を検出するものであり、第１検出突起１００は、その台形状に基づき、マイク
ロスイッチ８０のスイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０を一定時間オン状態
に保持する。このようにマイクロスイッチ８０のオン状態が一定時間継続されたことに基
づき、原点位置を検出することができる。尚、原点位置では、遊星ギア４６、４７は、い
ずれの被駆動ギアにも噛合されていない。
【００８５】
また、第２検出突起１０２は、回転部材１００に設けられる規制部４９（図示せず）の回
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転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ａに嵌合された時点で
スイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０をオンする。前記のように第１検出突
起１０１に基づいてマイクロスイッチ８０のオン状態が一定時間継続されてオフ状態にな
った後、一定時間後にマイクロスイッチ８０がオンした場合には、回転規制部材５１の下
端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ａに嵌合されたことが検出される。このよ
うに回転規制部材５１の下端が位置決め孔５６Ａに嵌合した状態では、前記第１実施形態
の場合と同様、その位置において遊星ギア４７、第１被駆動ギア６１、従動ギア６５、従
動ギア６６から記録紙給紙ローラ５に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００８６】
更に、第３検出突起１０３は、回転部材１００に設けられる規制部４９（図示せず）の回
転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ｂに嵌合された時点で
スイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０をオンする。かかる場合においても、
前記第２検出突起１０２の場合と同様、第１検出突起１０１に基づいてマイクロスイッチ
８０のオン状態が一定時間継続されてオフ状態になった後、一定時間後にマイクロスイッ
チ８０がオンした場合には、回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決
め孔５６Ｂに嵌合されたことが検出される。又は、マイクロスイッチ８０がオフしてから
オンするまでの時間を計時することによっても検出可能である。このように回転規制部材
５１が位置決め孔５６Ｂに嵌合した状態では、第１実施形態の場合と同様、その位置にお
いて遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア
６７Ａ、従動ギア６８からリボン巻取スプール２１に至る駆動力伝達経路が形成される。
また、その位置において遊星ギア４７、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６
９からプラテン１０に至る駆動伝達経路が形成される。更に、その位置において遊星ギア
４７、第２被駆動ギア６２、第２被駆動ギアの従動ギア、従動ギア７０から記録紙排出ロ
ーラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００８７】
また、第４検出突起１０４は、回転部材１００に設けられる規制部４９（図示せず）の回
転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め端部５６Ｃに当接された時点
でスイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０をオンする。かかる場合においても
、前記第２検出突起１０２の場合と同様、第１検出突起１０１に基づいてマイクロスイッ
チ８０のオン状態が一定時間継続されてオフ状態になった後、一定時間後にマイクロスイ
ッチ８０がオンした場合には、回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置
決め端部５６Ｃに当接されたことが検出される。又は、マイクロスイッチ８０がオフして
からオンするまでの時間を計時することによっても検出可能である。このように回転規制
部材５１が位置決め孔５６Ｃに嵌合した状態では、第１実施形態の場合と同様、その位置
において遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動
ギア、従動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形成され、また同時
に、遊星ギア４７、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動ギア
、従動ギア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経路が形成される。
更に、遊星ギア４６が第２被駆動ローラ６２に噛合していることから、第２被駆動ギア６
２、従動ギア６７、従動ギア６７の下側の従動ギア、従動ギア６８からリボン巻取スプー
ル２１に至る駆動力伝達経路、第２被駆動ギア６２、従動ギア６７、従動ギア６９からプ
ラテン１０に至る駆動伝達経路、及び、第２被駆動ギア６２、被駆動ギアの従動ギア、従
動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００８８】
更に、第５検出突起１０５は、回転部材１００に設けられる規制部４９（図示せず）の回
転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ｄに嵌合された時点で
スイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０をオンする。かかる場合においても、
前記第２検出突起１０２の場合と同様、第１検出突起１０１に基づいてマイクロスイッチ
８０のオン状態が一定時間継続されてオフ状態になった後、一定時間後にマイクロスイッ
チ８０がオンした場合には、回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決

10

20

30

40

50

(19) JP 3552647 B2 2004.8.11



め孔５６Ｄに嵌合されたことが検出される。又は、マイクロスイッチ８０がオフしてから
オンするまでの時間を計時することによっても検出可能である。このように回転規制部材
５１が位置決め孔５６Ｄに嵌合した状態では、第１実施形態の場合と同様、その位置にお
いて遊星ギア４６、第３被駆動ギア６３、従動ギア７０から記録紙排出ローラ１７に至る
駆動力伝達経路が形成される。
【００８９】
また、第６検出突起１０６は、回転部材１００に設けられる規制部４９（図示せず）の回
転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決め孔５６Ｅに嵌合された時点で
スイッチ端子８１に当接してマイクロスイッチ８０をオンする。かかる場合においても、
前記第２検出突起１０２の場合と同様、第１検出突起１０１に基づいてマイクロスイッチ
８０のオン状態が一定時間継続されてオフ状態になった後、一定時間後にマイクロスイッ
チ８０がオンした場合には、回転規制部材５１の下端がベース板４１に形成された位置決
め孔５６Ｅに嵌合されたことが検出される。又は、マイクロスイッチ８０がオフしてから
オンするまでの時間を計時することによっても検出可能である。このように回転規制部材
５１が位置決め孔５６Ｅに嵌合した状態では、第１実施形態の場合と同様、その位置にお
いて遊星ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、その従動ギア７１の下側の従動
ギア、従動ギア７３から原稿排出ローラ３６に至る駆動力伝達経路が形成され、また同時
に、遊星ギア４６、第４被駆動ギア６４、従動ギア７１、従動ギア７１の下側の従動ギア
、従動ギア７２、従動ギア７４からＬＦローラ３２に至る駆動力伝達経路が形成される。
【００９０】
尚、前記した構成を有する駆動力伝達機構４０を使用した第２実施形態に係るファクシミ
リ装置１において、送信モード、受信モード及びこそピーモードを実行する際の動作につ
いては前記第１実施形態の場合と同様であるので、ここではその動作説明については省略
する。
【００９１】
以上にて説明した通り、前記図１４乃至図１９に示す駆動力伝達機構４０を採用する第２
実施形態に係るファクシミリ装置１においても、前記第１実施形態の場合と同様の効果を
発現できることは明らかである。
【００９２】
尚、第２実施形態において、第１実施形態の場合と同様、アーム部材４５の待機状態で振
動によるギア間の噛合にズレを発生しないように、遊星ギアと被駆動ギアとを噛合させた
状態で待機させるようにしてもよく、また、回転規制部材５１を各位置決め孔５６Ａ等を
一旦通過させた後若干逆に戻すことにより各位置決め孔５６Ａ等に係止させるようにして
もよ。
【００９３】
尚、本発明は前記各第１実施形態、第２実施形態に限定されるものではなくね本発明の要
旨を逸脱しない範囲内で種々の改良、変形が可能であることは勿論である。例えば、被駆
動ギアの数は、実施形態に限定されるものではなく、増加させることも可能であり、これ
により実行可能とする動作を増やすことができる。
【００９４】
【発明の効果】
以上説明した通り請求項１に係るファクシミリ装置では、送信モード、受信モード、コピ
ーモードを実行する際に、太陽ギアを一方向へ回転させることにより、そのモードを実行
するにつき必要な動作を行うための被駆動ギアが選択されるとともに遊星ギアに噛合され
、また、太陽ギアを他方向へ回転させることにより、その選択された被駆動ギアとの噛合
関係を保持したまま遊星ギアが自転されるので、駆動モータの正逆回転に基づき太陽ギア
の回転方向を選択するだけで、送信モード、受信モード及びコピーモードにて必要な動作
を選択的に行わせることが可能となる。これにより、駆動力伝達機構を構成する構成部品
点数を低減して機構の簡素化を図り、コストの低い駆動力伝達機構を備えたファクシミリ
装置を実現することが可能となる。また、ファクシミリ装置の小型化を図ることが可能と
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なる。
【００９５】
また、請求項２に係るファクシミリ装置では、太陽ギアとアーム部材との間に配設された
摩擦負荷発生手段の作用に基づき、太陽ギアの一方向への回転により太陽ギアとアーム部
材との間に生じる摩擦負荷が大きくなることから、太陽ギアの回転と共にアーム部材が確
実に回転し、遊星ギアが公転軌跡上を移動することができる。一方、太陽ギアの他方向へ
の回転においては摩擦負荷発生手段の作用に基づき、太陽ギアとアーム部材との間に生じ
る摩擦負荷が小さくなることから、規制部により容易に位置決めされ、この状態で、駆動
モータからの駆動力を太陽ギア及び遊星ギアを介して、被駆動ギアに効率よく伝達するこ
とができる。
【００９６】
更に、請求項３に係るファクシミリ装置では、アーム部材における一対の各腕部がなす所
定角度が、公転軌跡上の２つの位置を選択可能な角度に設定されていることから、各腕部
にて回転可能に支持された各遊星ギアを公転軌跡上で公転させた際に、前記各モードに対
応して複数の被駆動ギアの内から１つ又は２つの所定数の被駆動ギアを選択して噛合させ
ることが可能となる。
【００９７】
また、請求項４に係るファクシミリ装置では、コピーモードにおける前記した原稿搬送動
作、記録紙の給紙動作、記録紙の搬送動作、及び、記録紙の排紙動作を行う必要があるこ
とから、各遊星ギアのそれぞれが１つの被駆動ギアに選択的に噛合され、これにより少な
くとも２つの動作を同時に行うことが可能となり、迅速なコピー動作を実現することが可
能となる。
【００９８】
更に、請求項５に係るファクシミリ装置では、受信モード及びコピーモードにおいて行わ
れる記録紙の給紙動作、記録ヘッドによる記録紙への記録動作及び記録紙の排紙動作に必
要な被駆動ギアが、公転軌跡上で連続する位置に配置されているので、各一連の動作を行
うにつき遊星ギアの公転距離を短縮することが可能となり、これより受信モード及びコピ
ーモードにおける各動作を迅速に行うことが可能となる。
【００９９】
また、請求項６に係るファクシミリ装置では、各被駆動ギアの内から、記録紙の給紙動作

又は記録紙の排紙動作 に必要な被駆動ギアが選択された際には、その選択された
被駆動ギアとリボン送りギアとは噛合されないように構成されているので、記録紙の給紙
動作時又は記録紙の排紙動作時にリボンが送られることはなく、これよりリボンの無駄な
消費を防止することが可能となる。
【０１００】
更に、請求項７に係るファクシミリ装置では、規制部材が、アーム部材に配設され公転軌
跡上の各位置でベース部材に形成された各位置決め凹部に係合する弾性突起を有するので
、公転軌跡上における複数の各位置にて各遊星ギアを確実に位置決めすることが可能とな
り、これより各遊星ギアと被駆動ギアとを確実に噛合させつつ遊星ギアを介して被駆動ギ
アを適正に回転させることが可能となる。
【０１０１】
また、請求項８に係るファクシミリ装置では、実行可能な動作として、読取用原稿送り動
作、記録紙の給紙動作、記録手段による記録紙への記録動作、及び記録紙の排紙動作を含
んでおり、また、これらの動作は被駆動ギアのいずれかに対応付けられており、送信モー
ド、受信モード、コピーモードに対して、使用すべき少なくとも一つの被駆動ギアが決定
されていることから、太陽ギアを一方向へ回転させることにより、そのモードを実行する
につき必要な動作を行うための被駆動ギアに対応する位置が選択されるとともに遊星ギア
に噛合され、また、太陽ギアを他方向へ回転させることにより、その選択された被駆動ギ
アとの噛合関係を保持したまま遊星ギアが自転されるので、駆動モータの正逆回転に基づ
き太陽ギアの回転方向を選択するだけで、各モードに必要とされる動作を行う被駆動ギア
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を選択させることが可能となる。これにより、請求項１の場合と同様、送信モード、受信
モード、コピーモードを実行する際に、太陽ギアを一方向へ回転させることにより、その
モードを実行するにつき必要な動作を行うための被駆動ギアが選択されるとともに遊星ギ
アに噛合され、また、太陽ギアを他方向へ回転させることにより、その選択された被駆動
ギアとの噛合関係を保持したまま遊星ギアが自転されるので、駆動モータの正逆回転に基
づき太陽ギアの回転方向を選択するだけで、送信モード、受信モード及びコピーモードに
て必要な動作を選択的に行わせることが可能となる。これにより、駆動力伝達機構を構成
する構成部品点数を低減して機構の簡素化を図り、コストの低い駆動力伝達機構を備えた
ファクシミリ装置を実現することが可能となる。また、ファクシミリ装置の小型化を図る
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】ファクシミリ装置を模式的に示す側断面図である。
【図２】第１実施形態のファクシミリ装置における駆動力伝達機構と被駆動部材との関係
を模式的示す説明図である。
【図３】駆動力伝達機構の裏面側を示す平面図である。
【図４】アーム部材の平面図である。
【図５】太陽ギアとアーム部材との関係を示す断面図である。
【図６】アーム部材の回転係止部材の断面図である。
【図７】回転係止部材を構成する係止片の作用を説明する説明図である。
【図８】原点位置にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図９】記録紙の給紙状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１０】記録紙への記録を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１１】原稿画像の読取動作と記録紙への記録動作を同時に行っている状態にある駆動
力伝達機構を示す説明図である。
【図１２】記録紙の排紙を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１３】原稿画像の読取動作を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図であ
る。
【図１４】原点位置にある第２実施形態の駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１５】記録紙の給紙状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１６】記録紙への記録を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１７】原稿画像の読取動作と記録紙への記録動作を同時に行っている状態にある駆動
力伝達機構を示す説明図である。
【図１８】記録紙の排紙を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図である。
【図１９】原稿画像の読取動作を行っている状態にある駆動力伝達機構を示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１　　　　　　　ファクシミリ装置
５　　　　　　　記録紙給紙ローラ
１０　　　　　　プラテン
１１　　　　　　サーマルヘッド
１７　　　　　　記録紙排出ローラ
２０　　　　　　リボン
２１　　　　　　リボン巻取スプール
３２　　　　　　ＬＦローラ
３４　　　　　　ＣＩＳユニット
３６　　　　　　原稿排出ローラ
４０　　　　　　駆動力伝達機構
４１　　　　　　ベース板
４３　　　　　　太陽ギア
４４Ａ、４４Ｂ　腕部
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４５　　　　　　アーム部材
４６、４７　　　遊星ギア
４８　　　　　　クラッチバネ
４９　　　　　　規制部
５１　　　　　　回転規制部材
５２　　　　　　押圧バネ
５６Ａ～５６Ｅ　位置決め孔
５７　　　　　　駆動モータ
６０　　　　　　検出突起
６１　　　　　　第１被駆動ギア
６２　　　　　　第２被駆動ギア
６３　　　　　　第３被駆動ギア
６４　　　　　　第４被駆動ギア
６５～７４　　　従動ギア
８０　　　　　　マイクロスイッチ
８１　　　　　　スイッチ端子
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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